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また、サーブレットやJava Beanなどを利用
するWebアプリケーション開発においても、
Rational® Application Developerなどのツー
ルを利用しAlphabloxをJSPへ組み込むこと
も可能です。
ポートレット対応：Alphabloxは、ポータル環境
にも対応します。WebSphere® Portal Server 

に組み込むことができます。
ブックマーク機能でより使いやすく：    
Alphabloxでは、「ブックマーク機能」により、
個人もしくはグループで共有できるブックマー
クを設定することができます。これにより、
ユーザーが設定したOLAPの切り口やグラ
フの設定などが保存でき、次回からはブック
マークをロードするだけで、ユーザーのカスタ
ム画面を呼び出すことができます。

ビジネスデータを多方面から分析・検討

Alphabloxは、キューブを上手に使って分析
する機能を持ち合わせています。例えば、製
品軸や組織軸、地域軸などによりデータを多
面的に比較・検討することができます。それに
より、Webページ上で分析軸を自由に組み合
わせてインタラクティブにデータ分析や検討
を行うことができます。
また、OLAP機能では、通常のSQLベースで
のデータ検索のように複雑なクエリーを意識

ビジネス上の効果
重要資産の「情報」をビジネスで有効活用。
視認性のよいシートやチャートで、問題点や
異常点の判断が容易です。分析結果をクイッ
クにビジネス施策に反映でき、迅速かつ質の
高い意思決定を実現します。
一方、業務の現場では、分析・判断の結果を
踏まえた処理が行えるので、業務が最適化さ
れ、ビジネス・パフォーマンスを向上させます。
また、自在に分析処理を組み込めるので、企
業風土や慣習にあったシステム構築が可能。
業務の効率化に大きく貢献します。

100%Pure Javaだから、

Plug-In/Appletなど一切不必要
Plug-in/Appletなど一切必要なし：Alphablox

を使用すると、WebアプリケーションからDB2

などのデータベースの分析データに簡単にア
クセスできるようになります。その際、Plug-in

やAppletのダウンロードなどは一切必要あり
ません。Webブラウザーのみの使用で、いつ
でも、どこからでも最新の業務データや過去
履歴データにアクセスすることができるので
す。AlphabloxはダイナミックHTML技術によ
り、Webブラウザー内でのスムーズな操作を
実現しています。
オープンスタンダード：Alphabloxは J2EE™

やMDXなどの標準規格を採用しており、エン
タープライズ・アーキテクチャーに対応してい
ます。「Blox」はWebアプリケーションを構成
するJSPのカスタムタグとして使用できるように
なっており、BloxによるサーバーサイドのJava

コンポーネントとクライアントサイドで実行され
るスクリプトの連携は、操作性の優れた分析
データへのアクセスをユーザーへ提供します。

■ 柔軟なアプリケーション構築を実現す
るカスタマイズBIツール

■ 分析に必要なシートやチャートを作る
パーツ（Blox）の集合体、自在にアプ
リケーションをカスタマイズ可能

■ Alphabloxの主な特徴 
̶ 100%Pure Javaだから、Plug-In/  

      Appletなど一切不必要

̶ 既存のWeb環境で分析業務を実現 

̶ カスタマイズの柔軟の対応 

̶ さまざまなデータベースに対応 
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する必要なく、軽快に操作することが可能で
す。OLAPのためのデータベースとしてDB2 

Cube Viewsをはじめとして、より高度な機能
を提供する多次元データベースをサポートし
ています。

さらに詳細へ：Alphabloxは、データからイン
サイト（洞察）へ、サマリーデータからより詳細
データへと、データの掘り下げ（ドリルダウン）
をサポートしています。アイコンなどを使用す
ることで、別の分析画面にリンクを設定し、より
わかりやすく詳細を分析することもできます。 

既存のweb環境で分析業務を実現
Alphabloxは、インタラクティブなトラフィックラ
イト設定やグラフ表現が可能です。Webペー
ジ上でグラフの種類を変更しながら、データ
を分析することもできます。傾向線機能など
の豊富な視覚化機能により、販売や在庫など
の状況を容易に把握することができます。
多彩な表示機能：Alphabloxでは、複数グラ
フや表コンポーネントを連動できます。また、
ユーザーの手で閾値を設定し表示形式を変
えることにより、注目すべきデータを容易に探
し出すことができます。このトラフィックライト機
能により、警告や異常の検知データを瞬時に
判断することができます。
データを的確に視覚化するグラフコンポー
ネント群も豊富で、バブルチャート、レーダー
チャート、パレート図などさまざまなデータ表
現が可能です。

データ活用もスムーズに：いくらWeb化が進ん
でいるとはいえ、ユーザー個人による保管や
二次加工は必須の機能です。Alphabloxで
は、Excel化やPDF化をサポートしています。
また、画面上のデータにコメントをつけてチー
ムのコラボレーション作業に役立てるなど、充
実した分析サポート機能を提供します。　
分析からマイニングへ：Alphabloxは、マイ
ニング環境もシームレスに取り込むことがで
きます。たとえば、DB2 Intelligent Miner製
品群でマイニングした結果を、Alphabloxの
Web画面で活用することができます。
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詳細情報
お問い合わせは、IBMビジネスパートナー、

製品販売店、弊社営業担当員または、ダイ

ヤルIBM（    0120-04-1992）へ。受付時間： 

月～金 9:00～18:00（祝日、12/30～1/3を

除く）携帯電話でおかけのお客様は下記の

電話番号でご利用ください。ダイヤルIBM 

03-6220-8002（この場合通話料はお客様

のご負担となります。）

IBM DB2 Alphabloxの詳細については、

下記のWebサイトでご覧ください。
ibm.com/jp/software/data/bi/alphablox/
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み合成で実際の表示とは異なります。製品、サービス等詳
細については、弊社もしくはIBMビジネスパートナーの営
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IBM、IBMロゴ、ON（ロゴ）Demand Business、
DB2、DB2 Universal Database、Rational、
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MicrosoftはMicrosoft Corporationの米国およびそ
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Java、すべてのJava関連の商標はSun Microsystems, 
Inc.の米国およびその他の国における商標。
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カスタマイズに柔軟に対応

Alphabloxは、カスタマイズ能力が非常に高
い製品です。このカスタマイズ能力の高さによ
り、「ツールの使い方が難しい」といったユー
ザーのリクエストに柔軟に対応することができ
ます。Alphabloxアプリケーションは、オープン
スタンダードベースのテクノロジー（すなわち
Java™Server Pages）を使用して作成されて
いるため、お客様は、市場で入手可能なWeb

設計ツールおよびソース・コード・コントロール・
システムを幅広く選択して使用し、Alphablox

アプリケーション・コードを開発、管理すること
ができます。 
例えば、Rational® Application Developer、

MacromediaのDreamweaver MX、Adobe

のGoLive、BorlandのJBuilder、IntelliJ 

IDEA、BEA WebLogic Workshop、および
Eclipseなどの広範な種類の開発担当者用
ツールを、Alphablox開発プロセスで使用す
ることができます。

さまざまなデータベースに対応

Alphabloxは、DB2 Universal Database™に
限らず、さまざまなデータベースに対応してい
ます。また、RDBMS（Oracle、Microsoft® SQL 

Server、Sybase Adaptive Serverなど）だけ
ではなく、多次元データベース（Hyperion 

Essbase、Microsoft SQL Server Analysis 

Services、SAP-BWなど）への接続も可能で
す。このように、さまざまなデータソースに柔軟に
対応することで企業のデータを有効活用してい
くことができるのです。
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